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高橋健治･竹中 修･景山 節･中村 伸･
浅岡一雄1)
研究 概要
1)カルボキシルプロテアーゼの分子進化に関
する研究
高橋健治
数班生物起源の酵素の一次構造の比較解析を進
めた｡
2)iB長狭の組紙プロテアーゼの性状と生理的
役割に関する研究
平尾哲=2)･高橋健治
ニホン'iT･ル脳よりCa2+依存中性プロテアーゼを
WL糾し.各種神経ペプチドへの作用特異性を調べ
た｡
8)班長奴の組織カテプシンDの性状と生理的
役割に関する研究
丹治雅#.景山 節.高低陸冶
前年度にひき続き.ニホンザル骨格筋カテプシ
ンDの相製と性状解析を行った｡
4)ペプシノーゲン生合成前駆体の性状に閑す
る研究
市原慶#.高相蝕治
シグナル配列の一次構造の比較解析を行った｡
5) カニクイザルヘモグロビンの構造
竹中亮子5･)竹中 修 .高橋健治
カニクイザルのヘモグロビンについて,新しく
2成分が既知の8成分と同程度の鋭度で存在する
1)教務員 2)研修員 3)大学院生
4)研修員 5)研修員
ことを見出し構造解析を進めている｡これらの分
子種間の構造変異は2-4塩基置換を伴うものと
推定され.変異は小さくないと思われる｡
6)霊長類白血球表面抗原について
村山裕JJ竹中 修･高橋位治
ヒトの白血球サブセット識別用のLeuシリー ズ
等12種のモノクローナル抗体を25種の霊長美削こ応
用し,ヒト白血球表面抗原の起源について調べた｡
原猿類(DR),マ-モセット科(DR,5),
オマキザル科(DR,5,ある種で3,ll),オ
ナガザル科(DR,5,2,ll)と表面抗原が大
きな分類群で段階的に出現する｡
7)下北のサルの捕獲調査
竹中 修
下北の捕撞調査に従事し血液性状を調べた｡
8)霊長類のペプシノーゲンとペプシンの構造
と機能に関する研究
景山 仰･高橋蝕冶
ニホンザルペプシノーゲンのC成分(プロガス
トリクシン)について一次構造決定を進めた｡既
に決定したA成分と大きな違いが見られ,両成分
の分子進化上の分岐は相当古いことが推定された｡
また両成分の活性化反応の違いなど,酵素学的な
面での差と､その生理的意義を追究している｡
9)RIAによるペプシノーゲンの定立に関す
る研究7)
景山 節･高橋鎚拾
ヒト血清ペプシノーゲン値と詰疾患との関係,
またマカク屈サルのペプシノーゲンの近縁関係を
RI法を用いて検討している｡
10)霊長類の分子系統と進化
中村 仲
フィブ1)ノペプチドを分子指槙としてヒヒ斑(
マント.アヌビス.ゲラダ,ドリル,マンドリル)
の簸縁関係と種分化の道筋を追究している8.)また.
血中蛋白質の免疫化学的特性(抗原性)を種間比
較し,それを基に詔長頬の系統関係を検討しつつ
ぁる3)
ll)雷長類の止血 ･免疫機構
中村 伸
6)大学院生
7)三木一正(東大･医),降旗千恵(東大･
医科研)らとの共同研究｡
8)竹中 修,高橋健治らの協力による｡
9)堤 堅(愛知県警･科捜研)との共同研究｡
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